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積
極
的
に
触
れ
合
い
ま
し
ょ
う

子
ど
も
の
脳
や
体
は
さ
ま
ざ
ま
な

遊
び
を
通
じ
て
育
ち
ま
す
。
特
に
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
な
ど
、
身
近
な

人
と
触
れ
合
っ
て
遊
ぶ
時
間
は
、
人

間
関
係
を
築
く
力
を
育
み
、
健
康
な

体
と
心
を
つ
く
る
た
め
の
大
切
な
時

間
で
す
。

散
歩
に
出
か
け
た
り
、
外
遊
び
を

し
て
見
て
触
れ
て
、
驚
い
た
り
、
喜

ん
だ
り
、
考
え
た
り
す
る
こ
と
で
、

体
も
心
も
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
を

促
し
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
時
間
を
一
緒
に
過

ご
す
こ
と
で
、
親
も
子
ど
も
の
関
心

や
興
味
が
ど
こ
に
向
い
て
い
る
の

か
、
共
有
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

子
ど
も
と
向
き
合
い
ま
し
ょ
う

テ
レ
ビ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
、
メ
デ
ィ
ア
と
触
れ
る
機
会
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
と
過
ご

す
時
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
を
短
時

間
に
控
え
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
使
用
す
る
こ
と

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
は
、
自
分
が
伝
え
た
い
こ

と
が
あ
っ
た
と
き
に
、
し
っ
か
り
親

が
自
分
に
視
線
を
向
け
て
聞
い
て
く

れ
た
、
答
え
て
く
れ
た
、
自
分
の
気

持
ち
に
共
感
し
て
く
れ
た
と
い
う
体

験
を
重
ね
る
こ
と
で
自
己
肯
定
感
が

育
て
ら
れ
、
心
の
発
達
の
基
礎
と
な

り
ま
す
。

子
ど
も
と
の
過
ご
し
方
を
一
度
確

認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
と
ど
う
過
ご
し
て
い
ま
す
か
？

子
ど
も
の
発
達
と
遊
び

子
ど
も
に
と
っ
て
遊
び
は
、
脳
や
体
を
育
て
る
大
切
な
も
の
で
す
。

子
ど
も
と
多
く
の
時
間
を
共
有
し
、
発
達
を
促
し
ま
し
ょ
う
。
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全身を使った遊びが成長を促す

づくり情報健康

　子どもは遊びを通じて、運動能力やコミュニケーション能力など、
大人になるために必要な力を身に付けます。表１は遊んでいるとき
の脳や体の働き、子どもに身に付く能力を表しています。特に外遊
びは、全身を使う遊びが多く、脳や体の成長を促すことができます。

外遊びの時 室内遊びの時 テレビ・DVD・スマホの時

脳

走る、ジャンプ、投げるなど。脳全
体をバランスよく使い、特に前頭葉
を使う。
●自分で考える力（思考力）、創造性、

自分の意志で体を動かす運動領域
が育つ。

はさみ、のり、クレヨンなどの道具
の使用やおままごと、ごっこ遊びな
ど。特に前頭葉を刺激。
●自分で考える力（思考力）、創造性、

コミュニケーション能力、感情の
理解が育つ

ものを見るときは後頭葉、音を聞くとき
は側頭葉を使うが、その他はほとんど使
わない。
●知る、覚える能力が主として育つ
●運動野（前頭葉）の刺激が減ることで

悪い姿勢になりやすい

目
遠くや近くのものを見る（虫や鳥、
車、ボールなど）
●動体視力が育つ

積み重ねる、組み立てる（積み木、
ブロックなど）
●空間認知、立体構成力が育つ

画面を見続ける（一定距離・一定方向）
ため、一部の筋肉が緊張し、疲れて固く
なる。
●動くもの（遠近）を見る力が育たない

皮膚

汗をかくことで、汗腺の開閉が良く
なる
●風邪をひきにくくなる。体温調整

がうまくできるようになる。（3 歳
までに機能ができあがる）

室内で冷暖房の行き届いた環境にいると汗腺の開閉がうまくできない。
●熱中症、低体温になりやすい

（表１）子どもの遊びと身に付く能力　

〝社会を明るくする運動＂長野県作文コンテスト　入賞者

　　　　犯罪・非行のない地域社会づくりについて、考えたこと感じたことなどを作文にする、第 67 回〝社
会を明るくする運動＂長野県作文コンテストで入賞した皆さんが１月 29
日、宮澤市長に受賞を報告しました。本年は、県内の小中学生から１万
2,385 点の応募があり、最優秀賞 6 点、優秀賞 14 点などが選ばれました。
受賞した皆さん（敬称略）
中学生の部・最優秀賞
中
なかじま

島萌
も え か

花（三郷中 2 年）、横
よこやま

山笑
に こ

心（豊科南中１年）
小学生の部・優秀賞
竹
たけうち

内恒
こ う き

紀（堀金小 5 年）、望
もちづき

月真
ま な

奈（堀金小 5 年）

市政トピックス

■
児
童
・
生
徒
と
交
流 

「
よ
う
こ
そ
市
長
さ
ん
」

■
国
際
感
覚
を
養
う　

中
学
生
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

宮
澤
市
長
が
市
内
小
中
学
校
を
訪

れ
、
児
童
・
生
徒
と
交
流
す
る
「
よ

う
こ
そ
市
長
さ
ん
」
が
、
開
か
れ
ま

し
た
。

穂
高
東
中
学
校
で
は
2
月
5
日
、

市
長
と
生
徒
会
本
部
役
員
の
7
人
が

給
食
を
食
べ
な
が
ら
、
学
校
生
活
や

生
徒
会
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
長
は
こ
の
ほ

ど
導
入
し
た
電
子
黒
板
を
使
っ
た
授

中
学
生
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流

派
遣
事
業
の
出
発
激
励
式
が
3
月
4

日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
参
加
者
14

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
国
際
社
会
で
活
躍

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
行

わ
れ
、
国
際
感
覚
を
養
い
、
英
会
話

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向

上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

派
遣
さ
れ
る
14
人
は
、
応
募
の
あ

業
を
参
観
し
、
教
育
現
場
で
の
利
用

状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

明
南
小
学
校
で
は
2
月
8
日
、
全

校
児
童
に
よ
る
歌
や
踊
り
が
披
露
さ

れ
、そ
の
後
、5
年
生
が
考
え
た
「
こ

れ
か
ら
の
安
曇
野
市
」
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
児
童
た
ち
が
学
び
、
考
え

た
意
見
に
対
し
、
市
長
は
平
易
な
言

葉
で
現
状
や
展
望
を
返
答
し
て
い
ま

し
た
。

っ
た
54
人
の
中
か
ら
面
接
で
選
ば

れ
、
英
会
話
な
ど
の
事
前
学
習
を
重

ね
、
3
月
17
日
か
ら
26
日
ま
で
の
10

日
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
滞
在
し

ま
す
。
滞
在
中
は
、
現
地
の
同
学
年

の
生
徒
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど

と
交
流
を
行
い
ま
す
。

宮
澤
市
長
は
、「
海
外
の
文
化
を

吸
収
し
、今
後
に
生
か
し
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

安曇野市の未来を語り合う（明南小）

受賞者の皆さん

安曇野を紹介したい
思ったことを伝えられるよう工夫
したいです。安曇野の温泉を交流
する人たちに紹介したいです。 青

あおき

木　大
だいき

起さん
穂高西中学校
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